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縄文時代のなりわい 
～網でとる魚と育てる植物～ 

 

 

 内 容 

 

   Ⅰ．はじめに 

 

      ・約 15,000 年前に人々が土器を使用し始めてから、10,000 年以上にわたって

農耕文化に移行することなく、気候変動や環境変動に適応しながら、狩猟・

漁撈・植物採集を基盤とした生活を維持 

  

   Ⅱ．縄文時代のなりわい  

 

・経済基盤：狩猟・漁撈・植物採集活動 

 

・動物質食料の保存・加工‥‥‥干し物（燻製）、魚介類の卵、サケ・マス、 

 

・多種多様な食利用‥‥‥昆虫食、食土、球根類、山菜、ハチミツ、クリ、 

            キノコ、 

 

・縄文カレンダー（小林達雄氏） 

 

   Ⅲ．縄文時代の漁撈活動と網漁撈 

 

      ・貝類や海藻の採取 

 

       ・網漁撈‥‥‥‥‥‥‥‥‥各種漁網錘：土器片錘、礫石錘、切目石錘 

 

       ・釣漁撈‥‥‥‥‥‥‥‥‥釣針 

 

       ・刺突漁撈‥‥‥‥‥‥‥‥ヤス、固定式銛頭、回転式銛頭、 

          ➡ 出土遺物からの直接的手段としての技術の研究、 

採集・捕獲された対象物を、食料の残滓から研究 

 

  ●土器片錘、礫石錘を用いた網漁撈について紹介 

 



   Ⅳ．縄文時代の植物採集活動と植物栽培 

 

      ・ドングリ類の採集と加工工程 

           採集→乾燥→荒割り→保存→製粉→アク抜き（煮沸・水さらし） 

→調理→食べる 

 

       ●栽培植物であるエゴマ（荏胡麻）について紹介 

 

Ⅴ．まとめ  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 図 1 縄文カレンダー （小林 1996） 



 

 

 

図 1 相模湾沿岸地域 土器片錘の重量分布（桜井 1999b） 

 

    



       

 

図 2 三浦半島地域 土器片錘の重量分布（須田 2005b） 

  



       
図 3  相模湾沿岸地域 礫石錘の重量分布（1）（桜井 1999b） 



 

 

 図 4 相模湾沿岸地域 礫石錘の重量分布（2）（桜井 1999b） 

 

 

 

 



 

                  13 点、平均の長さ：6.8 ㎝、重量：159.0g 

  

図 5 礫石錘がまとまって出土した例 湘南藤沢キャンパス内（須田 1993） 

   
      13 点、平均の長さ：10.2 ㎝、重量：381.5g 

図 6  礫石錘がまとまって出土した例 平塚市上ノ入 B遺跡 （須田 1994b） 



    

            6 点、平均の長さ：7.7 ㎝、重量：172.2g 

 

図 7 礫石錘がまとまって出土した例 藤沢市立石遺跡 （須田 1997） 

 

 

 

図 8 日本列島の植物分布（直木編 1978） 



 

図 9 ドングリ類の種類と利用方法（小林 1996） 

    

 



 

図 10 エゴマの栽培地・利用地（須田 1995b） 

 



 

図 11 炭化種子・パン状炭化物の出土遺跡分布（長沢 1989） 
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